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「体罰」「セクシャル・ハラスメント」に関する調査について 
 
生徒の心身に苦痛を与える体罰や悪質な暴言等は、全国的に根絶に至っておらず社会問題

になっています。学校ではいかなる場合においても、肉体的苦痛を与える体罰は行ってはな
らず、これに該当するような行き過ぎた指導がないように努めています。また、『セクシャ
ル・ハラスメント（セクハラ）』のように相手を不快にさせる性的な発言や行為は許されま
せん。体罰及びセクハラ等の根絶はもとより、生徒の人権を尊重すると共に、お互いの信頼
関係に根ざした教育を推進していきます。つきましては、今年度も体罰及びセクハラについ
ての調査を実施します。令和７年４月から今日現在までで行き過ぎた指導が懸念されるよう
な情報がありましたら、校長または教頭までご連絡をお願いいたします。 
※生徒には生活アンケートの中に当該項目を盛り込んだ形で調査しています。 

学校運営協議会で出された意見等 
 
・３年生の授業を見たが集中して勉強していた。受験生である自覚があるように感じる。 
・帰りの会の様子では、１年生は４月に比べて落ち着きがあり成長を感じる。２年生は

１年生より上級生であるため、さらに落ち着いている。 
・読書習慣がもう少し付くと良い。 
・先日のコンサートは素晴らしい機会であった。しかし、トイレに立つ生徒が多くいた

のは残念である。 
・学校運営協議会が学校行事等に積極的に関わることで、学校運営への参画の在り方が

さらに明確になり、協議会が果たせる役割や可能性が一層広がる。 


